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1 　　は じめ に

　念仏尺 とは何か 。 試み に 最新版の 『広辞

苑（第三 版 ）』
1 ）

を引 い て み よ う。

　ねん
一ぶ っ

一じゃ く 【念仏尺 】（伊吹山

で発掘 した念仏塔婆 に刻 され た尺 度 に模

したか らい う）工 匠の 用 い た竹尺の 一
。

曲尺 （か ね じゃ く）の 一
尺 二 厘二 毛 に 当る

もの さ し 。 ね んぷ っ ざし 。

　 とある 。 中級 クラ ス 以 上 の 国語辞書 は こ

れ とほぼ 同一の ス タイル で 記述され て い る

が 、

一方 、歴 史ハ ン ドブ ッ クの 類で は、

　明治以前 に用 い られ て い た竹尺 で 、 大

工 用の 曲尺 に比べ て 7 厘 （2、1212mm）長 か

っ た と い う 。 名前の 由来は 、発掘 され た

念仏塔 婆の 彫刻の 尺 を基準 に したか らだ

とい う。 主 とし て裁縫用 、 雑貨用 に使わ

れ た 。

L） ）

　 とあ る様な記述 をな して い る 。 い ずれ も

由来 を記 し て 曲尺 と異 な る如 くか の 長 さを

明記 して い るが 、

「一尺 二 厘 二 毛 」は 内田 五

観 （1805〜 1882）が 所 蔵 して い た職工 吉明 の

製作 に か か る「享保尺 」（模造尺）を明治43年
に実測 し た大谷亮吉 （1875〜 1934）の 観測値
3 〕

に依鎚 し 、 享保尺 と念仏尺 が 「密合 」もし

くは「同度 」とい う説 （後述）によ っ て 同一視

され た こ と に基 づ くもの とみ られ 、他方 、

7 厘 長 い とい うの は 『本朝度量衡権 攷』
畠

に 出典が ある 。 前者 は現物 に基づ く直接比

較で はな く 、 後者は狩谷楕齋（1775〜 1835）
が 使用 して い た もの さ し との 比較で あ る 。

　 もと よ り 、
か か る根拠で 念仏尺

一 般の 長

さ と して 確定視する こ とは で きな い し、器

物 自体の バ ラ ツ キ を含む計測上 の 問題点は

すで に 天 野清 （1907〜 1945）によ っ て 指摘 さ

れ て い る と こ ろで ある
5
 

　我々 が 今 後、実証 科 学の 立 場で 念仏尺 の

長 さを明 らか に す る ため に は 、現存遺物 に

よる実測 デー タの 収 集 ・ 解析が必 要で ある

が 、 そ の 前提 と して 念 仏尺 に関す る前引 用

語解説の 再検討が 必 要 と思 われる 。

　まず最刧に 、本稿の 立場 で 明 らか に し え

た内容等 に 基づ く解説 を試 み に記 そ う。

　念 仏尺 と はわが 国を代表 す る もの さ しの

ひ とっ で 、江戸時代後期か ら明治 ・大正 期

にか けて 、京都 を中心 に製作 され た竹製直

尺 （後には竹製鯨尺 ）の 商品名 を指す 。

　大谷亮吉
cn

や 天野清
7 ）

に よ っ て 、折衷尺

お よび享保尺 の 歴 史的実在 に疑問が 投 げか

け られて い る現在 、大坂で 製作 され た大工

用 さ しが ねの 又 四 郎尺 と並 んで 、江 戸時代

に広 く流通した こ とが確認 され る もの さ し

の 名称 と し て 、伝存する希少な もの の ひ と

つ で ある 。

　 文政 ・天保年間以 後、尺 度研究家 の 間で

精密 ・精巧 との 評判 をと り 、 特 に蘭学翻訳

者 、 西洋砲術家 に よ る西洋尺度の 曲尺 へ の

換算 にしば しば利用 され た 。 文芸面 で も 、

上方落語 『天狗 さ し』
8 ）の サゲ や 、洒落本

『意気客初心 S （天保 7 年）
9 ）

に 登場 する名

題 、 名物の もの で あ っ たが 、 昭和期 に入 っ

て 衰微 、 消減 した 。

2 念仏塔婆伝説 の 疑問

　念仏尺 と い う名称の 由来 にっ い て は 、 高

野長英（1804〜 1850）の 高 弟で 数学 者の 内 田

五 観が 、
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　此尺 原伊吹 ノ 山申ヨ リ見出ス 所ニ シ テ

石 盤二 念佛 トモ ニ 刻マ ル モ ノ ト云

　　　「三 種曲尺之伝説」 明治10年 le ）

　と記 し 、 明治初期の 大蔵省度量衡 改正掛

で あ っ た友松氏敬 （生没年不 詳）の 「中世尺

度考 Jii
）
も同様な記述 をな すが 、大蔵省の

「尺 度種類廃置 ノ議 」（明治 7 年）
12 ）

は こ れ

を、

　嘗 テ 、近江 國伊 吹 山 ヨ リ念佛塔婆 ヲ掘

出セ シ コ トア リ、其塔婆尺度 ヲ刻ス 、 乃

チ 之 ヲ模 シ 、 以 テ念佛尺 ト名 ク 、 此度法

享保尺 二 密合ス ト云 　（句読点引用 者）

　と し て お り 、 伝聞を事実化 して 「石盤 」

を 「念仏塔婆 」 とす るなどの 整理 、 定式化

が な されて い る 。 こ の 念仏塔婆伝説は その

後 、 中央 レベ ル で 出版 され た 『大 日本貨幣

史』 （明 治16年）、
『大 日本租税志』 （明治

18年）、
『日本社会事彙 』 （明治24年）、『古

事類苑』 （明治32年）、『日本財政経済史料 』

（大正 11年）等 々 の 編纂書、各種歴 史事典 、

国語辞書 、 さらに は最近の 歴史ハ ン ドブ ッ

ク 、 通俗書 の 類 13 ，
に孫 引 きされ て通説化

して い るが 、 明治政府 の 内部で もすで に、

「度量衡 ヲ改正 ス ル 建議 3（明治 3 年）t4 ）中

には 、

　夫 レ稲尺ハ 掬掌二 本キ 繭尺ハ 漢 式二 傚

ヒ享保尺ハ 念佛塔婆二 撼ル 折衷 尺ハ 曲尺

享 保尺ノ 中間ヲ取 ル云 々 （傍点引用者）

　とあ っ て 、 誤記 と みな し難 い 記述の 差異

も存在する 。 こ の 記述 に関 して は 、 か っ て

小 泉袈裟勝氏が示唆
15 ｝

され た よ うに友松

氏敬が介在 して い る可能性が あ っ て 、 念仏

塔婆伝説 の 形 成過程を も暗示 する もの が あ

る 。 さ らに は 現在な お 、実在の もの とみな

され が ちな折衷尺 、 享保尺の 由来伝説形成

に か か わ る問題 に行 きっ く可能性も あ っ て

今後 、写本 を含む幕末期関係文献の 史料系

統 を詳 細 に検討す る 必要 もあ ろ う 。

3 地 元 に伝わ る念仏尺 由来謬

　さて 、念仏塔婆伝説 にっ い て か くの 如 き

疑問を呈 して きた理由の ひ とっ は 、 権威づ

けを意図す るモ チー フ が 存在しがちな権力

中枢 レベ ル と は異な る性質の 伝承が 、 は っ

き りと地元 に伝わ っ て い るか らで あ る 。

　 こ れ まで に筆者が 確認 し え た念仏尺 由来

謬 は 、 落語家 笑福 亭 福松 （文の 家か し く）の

解説 として 、京都 ・ 東山の 西大谷本廟 あ た

りで 伐採され た竹を材料にする とこ ろか ら 、

明け暮れ念仏 を聞い て育つ 竹 を物差 し屋が

シ ャ レて名付 けたもの
16 ，

とか 、 尼さんが

念仏を唱 えなが ら作 っ たか ら
IT ｝

とも云 わ

れ 、 さ らには元京枡座 当主福井楳吉（安政

？ 〜 1931）に よる 五条坂 大谷前の 袋中庵主

某に よる製作 t8 ，

と具体的な説明も存在す

るが 、
『京都府誌』 （大正 4 年）

19 ）
へ の 編

入 を予期 して纏 め られ た元 京都府権度課長 、

小幡茂（1871〜 1946）に よる地元調査記録
2e ）

（以下 、小幡稿本 と称する）で は 、前引 「尺

度種類廃置ノ 議 」 系統の 記述 引用文 （念仏

塔婆伝説 ）に続 け て 、

　堀内某ナ ル モ ノ ア リ、今 ヲ去ル 七代前

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ママ　　 ママ

ノ 祖 、 大和ヨ リ出デ 、 京都五條阪 （坂 ）東

（西）大谷門前二 住シ 、竹 製念佛尺 ヲ作 リ

精巧 ヲ以 テ 関ユ 、俗傳ニ ヨ レバ 、 其子孫

某二 堅 ク 念佛二 歸 依ス ル モ ノ ア リ、其度

目ヲ刻ス ル ニ 當 リロニ 念佛 ヲ断 （タ）ズ 、
一念 、 二 念 、 三 念 、 四念 、 十念ヲ集メ テ

寸 トシ 、 百念 ヲ積 ミ テ尺 トナ セ リ トゾ 、

斯テ
ーハ 器物ノ名称念佛尺 タ リシ ト同時

二 、真宗本願寺ノ 廟所前二 在 リ 、 其製 造

者モ 亦 、 念佛二 凝固 リタル モ ノ ナ リシ ヨ

リ 、 其名称 ヲ高 メ 云 々 （句読点は引 用者）

　 とす る独自的か っ 、 具体的の 記述が み ら

れ る 。 文中 、

「俗傳 」 とあ るの は念仏塔婆

伝説の 権威を顧慮 し た もの で あ ろうか 、

『京都府 誌 』 へ の 掲載文で は 「口碑 」 と し

て お り 、 稿本編纂 に先だ っ て 旧座方関係者

等 、 当事者の 子孫 に ア プロ ー チ し て い る小

12 一
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幡稿本の 史料性格か ら 、 上の 記述は堀内家

の 子孫 に直接聴取 して い る可 能性 もあ っ て 、

この 伝承が 最も実情に迫 っ て い る もの と推

測 され る 。 こ の 点 、後述 して傍証 を固め る

こ とと し、小幡稿本で は堀 内家 の み を記録

して い るが 、筆者が こ れ まで に 同時代史料

に よ る裏付 けをも っ て 確認 しえ た江 戸時代

の 念仏尺製造者の 氏名 、 住所 は 、

  堀 内家 （屋号 ： 大和屋 ）

　　現 ：京都市東 山区東山五条西 北 角

　　　　　　　　　　　　　　　 付近

  　井 ノ ロ家

　　現 ：京都市下京区

　　　　　　　万寿寺通高倉西入 る付近

  　鈴木家

　　現 ：京都市 下京区

　　　　　　　東 ノ ロ河原町東入 る付近

　で あ る 。 な お 、 「尺度種類廃置ノ 議」 に

附せ られた 「各地散布尺度種類符」
2D 中に

は 、 「西京堀嘉 」 、 「同河 半 」 と並 んで

「大坂 」 の 「今長 」が製作 した 「竹製念佛

尺 」 を挙 げ て お り、明 治 5 年頃 の 大蔵省 調

査 に基づ くもの と み られ るが 、 同時期 はも

とよ り、江 戸時代 に遡 っ て こ れ を裏付 け る

史料は確認で きて い ない 。

　 とあるの を見い だ した 。 こ の 記述 をもと

に先年 、上徳寺 （下京区富小路五条下 る）境

内に現存す る墓石 を確認 し 、 御住職（塩竃

義弘氏）にお尋ね して 、 御子 孫堀内昭二 氏

の御健在を確認 しえ た 。 （写 真参照 ）

堀内家代 々 の 墓 （2 基）と堀内昭二 氏

4 堀 内家にっ い て

　 まず 、  堀 内家 に関 して は 、前 掲 小幡稿

本の 他 に 、考古学者 と思われた寺田 貞次 （1
883〜 1946）に 『京都名家墳墓録 』 （大正11
年）

22 ）
な る著書が あり、その 「雲鼓墓 」 の

項 に、

　堀 内家世 々 西大谷 前に居 し、念佛尺 を

商ひ居 り しが 、現今 之 を廃 し、五 條坂 白

糸町 に至 り、陶器 絵 師 た り、堀内和三 郎

氏は其後な り、雲鼓墓 に隣れ る碑石 （割

註；形 同 前）に は （割註 ；紫覚光雲禅定門／

円応貞 光禅定尼）左 側に 天保十
一

子 年六

月十入 日、右側 に大和屋嘉兵衛っ る建之

と刻す 。

さて 、 堀 内家初代 とみ られ る堀内雲 鼓（16
65〜 1728）は俳諧師 、 わ けて も冠句の 祖 と

して著名で あるが 、 大和 ・吉野 よ り出て京

都五条坂 に居住す るも 、 早 くか ら出世間の

志が あ っ て輅東 ・六波羅の 愛宕寺（愛宕念

仏寺）の ほ と り、千 観松の 片陰に迎光庵を

結ん で 隠栖 し 、

一 向専修の 阿弥陀弟子 とな

っ た とい う 、 後に 音羽の 辺 り（「洛東清水 山

下寓居 」）に 移 り住ん で 世を去 るが 、 そ の 経

歴か ら念仏宗 に因 縁深 い 生 きざまが 窺 える
ε3   　　あるい は 、 小幡稿本の い う 「念仏

二 堅 ク歸 依ス ル モ ノ 」 とは雲鼓 そ の 人 で あ

っ たの か も しれな い 。 しか しなが ら、雲鼓

生存 中に念 仏尺 号 を創称 し た確証は 見あた

らな い
24 〕

まで も 、 安藤武彦氏は瀧方 山編
『枕屏風 』 （元禄 9 年中根彦圭跋 ）の 巻末 、
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両吟 表八 句の 末に 、

年々 に竹賣銀ハ っ くね置

　　　　　　　　　芳 山（方山の 初号）

　 との 句が あ り、 それ とな く竹に 関連 す る

家業
“

念仏尺
”

の こ とを暗に にお わせ て い

るの で はな い か と され る
25 ｝

。

　と こ ろで 、 雲鼓在世中の 元禄 3 （1690）年
に刊行 され た 『人倫訓蒙図彙 』

26 ）
には 、

　 【物指師 】 鯨指 は伊勢大坂よ り出す、

竹 指京 にて こ れ をっ くる所 々 に あ り 。 周

尺 とて 代々 唐の 尺 を考て 出すな り 。

　とみ え 、 中国歴代の 尺度をもの さ し に し

て 売 り出 す者の あ っ たこ とを記述 し て い る 。

こ の 点、張介賓撰 『類経附翼律原』 （明末

期）の 影響下 に 、 わが 国の 曲尺 へ の 換算尺

度の 検討が 始 まる遠藤元 理
27 ，

以 来 、 京都

在住の 申国尺度研 究家 、 わ けて も 、 後に将

軍吉宗 に仕えて 天文測地 を行 っ た中根元圭

（1662〜 1733）と堀内雲鼓の 交渉の 有無にっ

い て も検討を行 う必要が あ ろ う 。

　さて 、 堀内雲鼓以後の 系譜に関して は詳

細 は 不 明で あ るが 、1983年秋 、 奇 し くも 、

筆者 と前後 し て前掲寺 田 貞次著書を も と に

堀 内昭二 氏 を捜 し当て られ た安藤武彦氏

（俳諧研究者 、園田学園女子大学）と と もに 、

堀内氏より代々 の 古位牌 、 上 徳寺蔵の 過玄

帳等 （当初 、焼失 と思 われ た）を拝見させ て

戴き、 それ ら及び墓碑銘 、 前掲関係史料等

を手が か りに 、 安藤氏が 仮に作成 され た略

系図 を掲げる （図 1参照　前掲 註 25）、安藤

論文掲載）。

　 次 に、堀 内昭二 氏に よれ ば 、 雲鼓陶 像 の

家伝する もの の 念仏尺 関係の 資料は 皆無 と

の こ とで ある が 、 御母堂 か ら聞か れ た 口伝

として 、 その 居宅は 西大谷本廟の 門前 で 袋

中庵の 向 い 、東山五条西北角か ら若宮八幡

社の 間に 及 ん だ とい う 。 その 場所は現在 、

「清水焼発祥 」 地 と して の み 著名な 場所で

あ る 28 ｝
が 、 当時 、 こ こ に同家が居住 した

こ とを裏付 ける 史料 と して 、文 久 4 （1864）

年刊 『都商職街風 聞 』
29 ）が あ り 、
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  之部　　 念仏ざし師

　　 五条 坂西 大谷 まへ 　 大和屋嘉助

　 とみ え る 。 今の とこ ろ 、 これが堀 内家 と

念仏尺 の っ なが りを直接実証す る最初の 史

料で あ るが 、 上方落語 「天狗 さ し 」 の 「五

条の 念 仏 ざし 」 、そ して 桂米朝氏が 教わ っ

た笑福亭福松 （文の 家か し く）の 解説 、 さら

に 、 小 幡稿本の 伝 承等 は い ず れ も同 家 を さ

して い る こ とに な ろ う 。 地元 に伝わ っ た念

仏尺 由来諢は伝聞を交 えて 、同家 の 周辺か

ら発した もの の よ うに 思わ れ る 。 そ うして、 あ る 。

天野清
3el

が か っ て指摘 した明治 5 年頃の

尺度調査 中にみ える 「西京 堀嘉 」 、 及び 京

都国立博物館現蔵 「支那歴代尺 度三 十種 」

の 裏面 に認め られ る 「堀内加平造 」 焼印こ

そ は 、 同家の 製作品 たる こ とを実証する も

の とな る だ ろ う
：31 ｝

。

　なお 、明治 28年 に 刊行 され た 『平安通志 』

にお け る 「度量衡 （尺度）」
32 ｝

の 記述 は 、幕

末〜明治 初 期 に編纂 され た周知の 史料 に基
づ く範囲 を 出な い が 、 末尾 に 、

　（明治 ）廿四年大釐革 已前二 在 リテハ
、

五 條通 大和大 路東四町 目某戸 ノ 竹 製念佛

尺ハ 精良 ヲ以 テ世ノ 信用 ヲ取 レ リ

　 と記 し 、 明治 8 年以 前を誤認 し て い るも
の の 、 某戸の 住所は 堀 内家 を指 して い る 。

5 井 ノ ロ家 につ い て

　次 に、   井 ノ ロ 家 で ある が 、 こ れ も同家

の 作銘 とみ られ る遺物が伝存 して い る 。 現

在 も 「天狗 さし」 を上 演 され る上 方の 落語
家桂米 朝氏の も と へ

、 京都夷川高倉角で道

具屋を営 まれ る落語フ ァ ンの 室万治 氏 よ り

譲り渡され た竹製 直尺 （一 尺）の 裏面 には 、
「文久三 年癸 亥六 月 下浣／ 唐机用 」 の 墨 書
と 「念佛尺 」 の 刻 印 、及び 「根本 ／念佛尺

／京万 壽寺／高倉西入 」
「半右衛門細工 」

と焼印が あ り、製作者銘 と住所 が 明記 され

て い た 。

：33 ）

。

　 こ の 念 仏尺 を資 料 と し て 、 権藤芳一晟が

米朝氏の 独演会用 の パ ンフ レ ッ トに解説を

寄せ られ た 。 それ によ る と、権藤氏 は 『法

規分類大全 』 の 念 仏塔婆伝説 を紹介 した後 、

狩谷 柚齋の 『本朝度量権衡攷 』及び 『意気
客初心 』 に み え る 京都の 「六 条 」 とあ る記

述 をも とに 、米朝 氏が 聞か れ た前述笑福亭

福松 に よ る伝承を否定 され た 34 ：嚠
が 、念仏

尺製造者 を単数と見な され て い る点 、 早計
の 解釈 と思 われ る 。

　既述 した よ うに 、 「五条の 念仏ざ し 」 は

堀 内家 を指す もの とみ られ 、 これ とは 異な

る製造者が 当時、存在 した とみな す べ きで

　　　　井ノ ロ家につ い て は現在 、 江戸時

代の 史料 は 未確認で あるが 、明治11（1878）
年刻成の 『売買ひ とり案内』

35 ｝
に 、

　 　 　 　 　 サ シ

  尺 ／度　　 尺 度賣捌

　中立 売新 町西　 平塚 　源 二 郎

　上 立売室町　　 北　　小　　路

　新町四條下 　　 井ノロ 半 右ヱ 門

　 とある うちにみ え 、 実は 、 同 じ生業で あ

るこ と、年代及び居住地が 接近 し て い る こ

とな どか ら、念仏 尺銘の 「半右ヱ 門」な る人

物 と「井 ノ ロ 半右衛 門 」は 同
一

人 とみ て   の

井 ノ ロ家と したわ けで あ るが 、 恐 らくは 、

幕末 〜 明 治初期 に 「万 寿寺高倉 西 入 」 か ら、

上記の 場所へ 移転（距離 にして約 1Km ）し

た もの で あろ う 。 この 点 、 明治 9 年 に施行

され た度量衡取締条例 によ る尺 度売捌人 中

に も、 「京都府平民下京第 十一 区四 条町 、

　 ママ　　 ママ

井野 口半 左衛門 」
36 ）

とあるか ら 、 幕 末期 に

は製造 ・ 販売業を営み 、度量衡器 の 製作請

負人 を各 々
、 各府県下 ｝：　一一人 と限定 され た

明治 9 年以 降は専 ら販売者 （製作請 負人の

配下で 製造 し た可能性は否定で きな い が ）

と して 、 その 業に 携わ っ た もの とみ られ 、

明治26年 に 施行さ れ た度量衡 法 によ る製造
・販売者名簿で は姿を消 して い る 。

　 なお 、 大蔵省 に よ る明治 5 年頃の 尺 度調

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0
査 中に前掲 「西京堀嘉 」 と並 ん で 、

「同河

O
半製作 、 竹製念佛尺 」 とあ るが 、 国名の 屋
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ○

号を冠 して い る可能性を想定すれ ば「河内

　 ○

屋半右衛門 」 の 略記 と も考 え られ よ う 。

6 　　鈴 木家 にっ い て

　最後 に、  鈴木家 で あ るが 、 現在確認 し

えた江戸時代の買物案 内集の 類 に登場す る

念仏尺 製造者 と して は 、同家が も っ と も初

出の もの とな る 。 すな わ ち 、
『京 都買物独

　買物案内集へ の広

告掲載は 、 資力 その

他の 理 由に よっ て 左

右 され る もの とみ ら

れ るの で 、年 代の 前

出に よっ て 、 念 仏尺

号の 創始者 とみな す

わけ にはい か ない が 、

同家 は堀 内家 と並ん

で 、 比較的早 くか ら

その 名称 を用 い て い

案内 』 の 天保 2 年版及び嘉永 4 年版 37 ） に 、
た もの と思われ る 。

図 IIの 如 き同
一 の広告が 掲載 され てい る 。　 も し 、 江 戸 にあ っ て

図 II
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「五条 」 と 「六条 」 の 混同が 明確 に避 け ら

れて い るな らば 、 狩谷権斎 38 ）
や その 弟子 、

岡本保考
19 ）

の 云 う 「京六条 」 、そ し て 、
『意気客初心 』 の 「名所は京都六 条の 念仏

ざ し也 」 、 さ らに は 明 治にな っ て 、山村山

人小奇六 な るペ ン ネー ム の 人物 （友 松 氏敬

？）に よ る 「愚吐 々 々 志」
as ）

が 云 う 「今世 に

密な るは 京師鈴木 氏が製す念仏尺 な り」 は

何れ も同家を指すもの とな ろ う 。

　所在地 の 「東六 条上 ノ ロ高瀬川西 へ λ 」

は現在の 下京区河原町通 り上ノ ロ東入 る 、

菊浜小学校の 南側近辺 で あ るが 、同地 で 鈴

木家の 消息 は まだ確 認 しえな い 。 （所在 地

にっ い て は 図m 、 関係略図参照 。 ）

　以上 、古来よ りの 良質の 竹 産地 を背景 に

した京洛の 地 で 、 江戸時代 、念仏尺 号を称

して竹製 直尺 を製造した人 々 を記述 して き

たが 、明治新政府 による度量衡取締条例の

公布 に よ り 、 何れ も、転 ・廃業を余儀な く

され た とみ られ る 。 すな わ ち 、堀 内家は陶
器絵 師に 、井 ノ ロ 家 は販売専業 に 、 そ して

鈴木家 は 明治 9 年以後の 度量衡関係者名簿
か ら姿 を消す（明治 5 年頃の 尺 度調査 中に

も登場せ ず、あるい は 、条例公布 を待 たず に

転 ・ 廃業 したの か も知れ な い）。

7 明治以 後の 製作者

　 さて 、明治 9 年以後 、新条例施行下 に彼

らに 代わ っ て登場 した者の 氏名 は 『法規分

類大 全 』 に記録 され て い るが 、 や や 詳細な

消息は小幡稿本 に記述 され て お り 、 念仏尺

の 称号は彼 らに よ っ て 引 き継が れ て い る 。

　 明治 八年 、度 量衡条 例 ノ 制定セ ラ ル ル

ヤ 、 度器ノ 制作ハ 中川 某 ノ 所売 トナ リタ

ル 為、堀内某其 業 ヲ継グ能ハ ズ 、 止 ム ナ

ク其 業 ヲ廃セ リ 。 中川 某亦明治十
一年廃

業 、 平塚某之 ヲ継ギ 、新度量衡ノ 発布セ

ラ ル ル ヤ平塚某廃業 、俣 野某 、塚本某 、

製作ノ 免 許 ヲ受 ケ 、 右俣 野ハ 半兵衛 ト称
シ 当時寺町三条 二 住 シ 、塚本 ハ 儀助 ト称

シ ニ 条寺町 二 在 リ、 其記号二 俣野 ハ 、

念佛尺

　ナル 記号ヲ鯨尺二 用ヰ 、 塚本ハ

　　　　　 
　ナ ル記号 ヲ用ユ 、 其後俣野ハ 故 ア リテ

大坂二 転住シ 、 現京都ニ ハ 塚本 ノ ミ今猶
盛二 其製造 ヲ為 シ ツ ツ ア ル モ ノ ナ リ。

　 以上 は大正 2 年 現在の 記述で ある が 、 明

治 9 年以 後の 度器製作 ・販売関係者 を摘 出

して 、一 覧表 （表 1参照）に 掲げよ う 。

　 こ れ に よれば 、度量衡取 締条例の 施行 と

と もに 尺 度製作請 負人 とな っ た 中川謙三 郎
はわず か 3 年弱で 廃業 、次い で 、 尺 度売捌

人 で あ っ た平塚 源治郎が それ を継ぎ 、 明治
25年の 度量衡法に よ る免許を受 け る も翌年

末 には廃業 して い る 。 それ と前後 し て 、 鈴

鹿義光 、 俣野 半兵衛 、 やや 遅れ て 塚本儀助
が度器製作の 免許 を受 けて 念仏尺号 を称 し

た もの の よ うであ るが 、 鈴鹿 は一年に満た

ず して 廃業 、俣野 半兵衛は 明治43年 、大坂
へ 移転 し 、 京都で 念仏尺号 を称する の は 塚

本儀助 の み とな る 。

　小幡稿本に よれ ば 、 先代塚本儀助 は明治
初年 よ り扇子 の 海 外輸出 を本 業 と し て い た

が 、その 需要 に季節的変動が 激 し く、閑散

期にお け る職工 の 利用救済策と し て 、 材料

を同 じ くす る竹製度器の 製作を始め たもの

で 、虫蝕が少な く 、 光沢 、 堅 さ、弾 力に優
れ て 日本一の 称あ る嵯峨西 ヶ 岡産の 竹 を用
い 、試 み に裏面 に 種 々 の 意 匠を施 し た蒔絵

漆塗尺 を 売 りだ した と こ ろ 、 高 尚 ・優美な

るをも っ て 最初 は 有名呉服店が 広告 ・進物
用 に用い て 好評 を博 したとい う 。 その 後 、

貴顕紳士 の 令嬢等の 婚礼用尺 に 自家の 定紋

を蒔絵に する もの が あ らわ れ 、二
、 三 流 の

呉服 店、染物 、悉 皆業 者等 に及び 、 商号、

記号 、 さ らに は 絵画 を施 した広告用贈品 と

して の 需要が 増 加 し、各地 の 度器製作者 も

こ れ を作 るよ うにな っ たが 、 畢竟 、 その 創

意は塚本家をも っ て嚆矢 とする 、 と述べ て

い る 。 けれ ど も、裏面 に意 匠を施 し た蒔絵

漆塗尺 自体は 、 すで に江戸時代か らあ り 、

一例 と して、約 250年 前 の 京都の 豪商 、 柏

原家の 婚礼調度品中に ある もの を挙 げ て お
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表 1

［度 量 衡 取 締 条 例 ］ （囎 8 年 糊 治 25年 ）

尺度製作請負人

鑑札渡月 日 三器鑑札番号 住　 　　 　 　 所 氏　名 備　考

明治 9 年

　 1 月10日
三 京都府上京第五 区室町頭町 申川謙三郎 明 治11年

　 11月廃業

尺 度売捌人

住　 　　 　 所 氏 　　 　名

京都府平民

下京第十
一 区四条町

　 ママ　　 ママ

井野 口 半左衛門

京都府平民上京第十

七 区三丁 目転宅九年
二 月廿 El付 ヲ以届 出

平塚源治郎

京都府平民上京第五

区柳原南半町 北小路俊秀

京都府平民伏見第三

区肥後町 藤井惣左衛門

住　　　　 　所 氏　　　名

京都府平民相楽郡第
三 区木津町 三世清兵衛

京都府平民丹波国何
鹿郡第二 区綾部村 山口五 兵衛

京都府平民丹 波国桑
田郡第三 区荒塚 村 田中源太郎

京都府平民丹波 国船

井郡第四区上本町 森　源兵衛

［ 度 量 衡 法 ］ （囎 25年 〜 大正 3 年糀 ）尺 麒 儲 （※ 念仏尺 関係の み）

免許
　年 月日

免許状
　番号

継続免許
　年月日

記　　号 住　 　 　所 氏　　名 廃業移転

年月 日等

明 治25年
10月 22日 2 鬮

上 京区中立 売通

新町西入三 丁 目
六 番戸

平塚源治郎

26年12月
4 日廃業

明治26年
9 月27日 214 甌

上京 区西洞院通

丸 太町上夷川町
第十

一番地
鈴鹿義光

27年 6 月
19日廃 業

明 治26年
10月 23日 225

明治41年
10月23日
868

  念佛尺

下京区寺町通三

条下永楽町 第五

及六 番戸

俣野半兵衛

43年 2 月
8 日大坂

府下移転

，へ
明治 29年
9 月18日 312

明治44年
9 月22日 ’

上 京 区二 条通河

原町西入 清水 町

十四番戸

塚本儀助 現　在
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こ う（洛東遺芳館現 蔵、 5 本 セ ッ トで 曲尺

の 他、呉 服尺 、鯨尺が 入 っ て い た と記憶 。

他 日、精 測 したい ）。 それ は と もか く 、 先

代塚本儀助 の 死が 明 治37年 3 月で あ るか ら

同 家に よ る蒔絵漆塗尺の 考案 ・ 発売は 、 明

治29〜 3？年の 間の 事 と思 われ る 。 しか も 、

裁縫用尺 とい うの で あるか ら鯨尺で あ っ て

他方、俣野 半兵衛 も鯨尺 に 念仏尺号 を用 い

て い る の で 、 こ の こ ろか ら 、念仏尺 は鯨尺

（一尺）とい う認識が 世間 に定着 し たの で は

な い だ ろ うか 41 ）

、 また 、小 幡稿本 に収録

され た京都府管内の 「度器小売高表 」 で 内

訳の わ か る期間（明治 32〜 40年）に限 っ て も

鯨尺 は 直 （曲）尺の 5 倍か ら16倍に達する数

値とな っ て お り 、 こ の 点か らも念仏尺 ＝ 鯨

尺 とい う認 識を助 長 したもの と思 わ れ る 。

　さて 、 塚本家は 現在 も計量器販 売業 を営

ん でお られ るが 、 残存 す る 当時の 資料は ま

だ確認 しえな い 。 また 、 度器の 生産 を中止

した定か な 年代も記憶 され て い な い が 、

『日本度量衡／計量器同業者名鑑 』 （大阪 、

日本計量新聞社）の 製作 者名簿に よれ ば 、

大正 14年 版 まで に ある もの が 昭和 2 年版で

消 えてお り 、 塚本家の 度器 製作は こ の 間に

中止 され た もの で あろ う 。

　江戸時代か ら続 い た京都の 念仏尺 号の 伝
統 は こ こ で 断 たれ るが 、そ の 後 も竹製度器

の 生産は 元京枡座 、福井度量器製作所等に

よ っ て 、昭和30年 代 まで 続 けられ た 。

　再び 、小幡稿本 に よれば 、

　京都 ノ 竹製尺 ハ 其由来 ス ル 所遠 ク 、 念

佛尺 ト共 二 古ヨ リ有名ノ モ ノ タ リ 、 蓋シ

目盛ノ 精巧ノ ミ ナラ ズ 、 其材料最 モ 宣シ

キ ヲ以 テナ リ、 丹波山城地方ハ 古来有名

ナル 竹産地ニ シ テ、其質 ノ 堅緻ニ シ テ 弾

力二 富ム コ ト全 國中其比 ヲ見ズ 、 竹製梭
又 ハ 志 な以等 ノ 京都産 トシ テ有名 ナル 所

以 ナ リ、又 古 来武 士刀 剣 ノ 目釘 トシ テ必
ズ 男 山ノ 竹 ヲ用ヰ タ リ トゾ云 々

8 　　俣野半兵衛 と昭頼度器 （株）

　
一方 、明治 43年 に大阪府 下へ 移転 し た俣

野半兵衛は 、 滋賀県大 津市 へ 再転 して 大正

8 年 、（株 ）俣 野 度器製作所 に組織変更 し 、

さらに昭和 2 年、 昭和度器 製作所 と改称 し

て 、 竹尺 の 他 、 金属尺 、 木尺 、巻尺 等の 生

産 を続 けて い る 。 これ を記 し た昭和 9 年版
『計量年鑑 』 （東京計量時報社）の 製 作者要

録 に よれ ば 、同社の 沿革 と して 、

　安政 年間京尺坐 として 念佛尺號 を以 て

京都 に營業 して よ り此處 に百餘年 、其間
明治初年 よ り俣野 庇鋭意竹尺 の 改良に務

め云々

　 と あり 、
「尺坐 」 とい うの は枡 ・ 秤座の

よ うに幕府公 許とい う点で は 歴史的事実 に

反する
42 ）

が 、 昭和 9 年か ら逆算 して 「安

政年閭 j とい うの も計算 に 合わ な い 。
「百

余年 」 に誤 りが な い とす れ ば 、

「安政 」 は

「安永」 も し くは 「文政 」 の 誤記 とも考 え

られ るが 、 前述 し た江戸時代の い ずれ か 又

は 未知の 製造者の 系統を引 くもの で ある こ

とを示唆 して い るの で あ ろ うか 。

　念仏尺 号を最後 まで 継承 す る人 とな っ た

俣野半兵衛氏の 消息 は戦前 、昭和 度 器製 作

所に勤務 され た こ とが あ る津川君 繁氏 （現
江州 計器工 業株式会社会長）も御存知 な く、

昭和 10年代の 前半 まで に退 職、 も し くは死

亡 され た もの で あ ろ うか 。 縁故者の 所在確

認 を果 た し たい と思 う編3
 

　な お 、昭和 10年 代 とみ られ る業界 記号簿

（表紙 刊記 とも欠失）の 昭和度器株式会社

（代表者井 内太平）の 欄 に「（D大 津　念 仏尺

竹製鯨尺用」とあ り 、 以後 も称号は継 続 さ

れ てい る 。

9 　 　お わ りに

とあ る 。 　以上 、 はな は だ不 充分なが ら 、 念仏尺 の

あ ら ましに っ い て 現在知 りうる資料 を も と

に 、 あえて 愚考 し再検討を試み た
。 それ を

促 した理 由の ひ とっ は 、 辞典類 に記述 され
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る 羂語 解説 へ の 疑い で あるが 、 さ らに 、 さ

し 、 ます 、はか りと併称 され る度量衡三 器

の うち 、 度器 に関す る実証的 ・基礎的研究

が 最 も遅れ て い る とい う事情に よる 。

　近世の もの さ し に っ い て は現在 、 ます 、

はか りの よ うに座方の 関係資料に よ っ て 器

物の 具体的内容を知 りうる状況に な く 、 も

っ ぱ ら遺物 を手が か りに探索 を進める外は

な い が 、 そ の 遺物す ら、消耗品的性格 を持

っ ため か 確 認 され た もの は 大変少な い 。 し

か も 、 製造年代 、
メー カ ー名 と い っ た重 要

な事項 に っ い て 、 ます 、 はか りの よ うに 一

般的 に確認 し うる事情 に もな い 。 従 っ て 当

面 、 残存遺物の 収集 と鑑定に際 し て 、参考

とな るべ き情報を不 充分で は あ っ て も 、 取

り急ぎ提示 す る必要が あ るよ うに思 われ た 。

新知 見を も と に本稿の 不 備を補訂し、活用

を図 っ て い ただ ければ幸 い であ る 。

　 さ らに 今後、江戸時代か ら続 く呉服店な

ど、 もの さ し を使用 し て い た と思われ る旧

家を対象に 調査 を進める必要 もあるが 、念

仏尺 は 岡本保考
Am

に よれば江戸本町四丁

目 、絵具屋 に て も市販 され て お り、関東地

方で も残存 して い る可能性が ある こ とを付

け加 えて お きたい 。

一 f寸 言己
一

  っ い で に 、 大工 用 曲尺

の 又四郎尺 にっ い て 触れ

て お こ う。 補注 4 の よ う

に 、 （永正 年間）京都の 尺

工又 四郎な る もの に出る

と い う伝 説が流布 し て い

るが 、 これ また種本は友

松氏敬 「中世尺度考 」

（『大 B本度量衡会 雑誌 』

第？9号、明治34年）で あ ろ

図 IV
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き広告が 掲載 されて い る 。 店舗所在地の

「南久太郎町八 百屋 町筋北 入 」 は 、 現在の

東 区北 （又 は南）久太 郎町二 丁目付近で 船場

セ ン ター ビ ル 第 2 号館と第3 号館の 間を南

へ 入 っ たあた り と思 われ るが 、 明治元 年の

大阪油町三 丁目曲尺細工 目切職総代灰屋佐

兵衛に よる 願書 （所 収 『法規分類大全』 上

p12 〜 13）や 、
『大阪 府志 』度量衡誌（明治

36年）な どに よ っ て も消息は 不 明 。

  こ の 他、下総地方 に「日光尺 」 な る 著名品

が あ っ た（r法規分類大全 』上 p310）と い う 。

鑒驪 萇書毛罪癒 i益
葺欝霙鼬雛孀塗

一 即

成』 第11巻大阪商工 会議

所 、昭和52年 ）に図皿の 如

［言主 ］
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補注 1

天狗刺

（梗概〕 少 々 足 りない 男 、 うまい 金
も うけを考えつ い た とい うの で きい て

み る と 、 天狗をっ か まえてす き焼きに
し て売るの だ とい う。 それで 天狗は ど
こ にい るか と きく。 あ きれ返 っ て鞍馬

山 に一羽 ぐらい 残 っ て い るか も知れ ん

とい うと、男は 青竹 と と りもちを持 っ

て 天狗 を刺 し に 行 っ た 。 鞍馬 山の 奥の

院の と こ ろで 、夜通 し天狗の 出 るの を
待 っ て い る と、明け方 に坊主が 出て来
て 、風で 衣が ヒラ ヒラ と舞 う 。 こ れ を

み て て っ きり天狗だ と思 い 、 掴 まえて

両手両足を しば っ て 、か っ い で 山 を降

りて くる 。 向 うか ら大 きな青 竹 を十本

ぐ らい か か え た男が 上が っ て きたの で
「も う商売が たきが 現われ た 。 あれ ほ

ど内緒 に しとい たの に 。 十羽 ぐらい っ

か まえ る っ も りや な 。 おお い 、お まえ
も鞍馬の 天 狗刺 しか 」 「い や 、 わ し は

五 条の 念仏 差 しじゃ 」

〔解説〕　 上 方ぱな し 。 念仏差 しは 、

別 名念仏尺 ともい っ て 、 京都の 五 条 あ
た りで 売 っ た物差 し 。 念仏差 しの 名は

、 念仏宗の 本 山近 くの 竹で 作っ たか ら

と も 、 尼 さんが念仏をとな えな が らっ

く っ た ともい われて い る 。 転じて 念仏
差 し売 りの こ とも念仏差 し と い っ た 。

上 方で桂米朝 、 東京で 桂小南がや る 。

東大落語会編 『増補落語事典』

東京 青蛙房 1985（昭和60）年 9 版

　 　 イム　　　　　　　　マジナヒ　ウタ　　　イハ
と を忌な りされ ば禁咒の 哥 あり曰 く
　　　ヒメ　　　　　　　？｝ジ　　　　　　　コロモ
「あさ姫の お し え始め しか ら衣 たっ た

　 　 　　 　　 　 　　 　コノウタ　　　　 け

が ご とに きそひ ます哉此寄 を三べ ん 唱
　 　 　 　 　 　 　 　 カウシン　 ヒ
へ て っ かふ と きは 庚申の 日にて も くる

　　　　　 アホダラキャウ　　　イハ　　サフラヒ　　ニ
しか らず○安保陀羅経に 曰 く武士はニ

ホン　　　　リャウシ　　トリ　　　　ゲ イコ　　コケ　　　サイリャウ
本ざし猟師は鳥 さ し芸 子は證さ し才領
　クワン　　　チャジン　ミヅ　　　　アキフド　　モノ

は貫ざ し茶人 は 水 さし商人は物 さし と

　　　メイショ　キャウトロクテ
“

ウ ネンブ ツ

い ふ ○名所は京都六條の 念佛ざ し也○
タダ　アテ　　　　　　　　タイ　　　　　　アカシ　　イツ

但 し當 もの なれ ば鯛な るべ し證には
一

ll　　　ボツク　　　タイ　　メ　　モノ　　　　　　　　ヤ
巴の 發句に 「鯛の 目 に物 さ しあて る彌
ヨヒ　　 　　 　　 　　 スカ1

ほ
　 哉あて る と い ふ が則 ちあ て もの に よ
　 　 　 　 　 コト

　 あ た り し婁な り

　 　　 　 　　 　 イキキャグシャウシン

　 関亭京鶴著 「意気客初心 」 巻之上

　　 所収 『酒落本大 系』 第十二 巻
　　 東京 林平書店 1932（昭和 7 ）年

補注 llI

京都念佛尺 　大概少

　　　　　　 長 し

　 本朝度量権衡攷 に

　 所の 念佛尺 は工 匠鐵尺 に比 して 七釐
　 許長 し

　　 按す るに 往年江州伊吹山よ り念佛

　　 と尺度 とを刻み たるH 盤を掘 り出
　　 した り京都念佛尺 は其尺 を寫 した

　　 るもの な りと云ふ 大蔵省嘗 て之を
　　 京都府 に求む る數十種之を校する

　　 に大概明治曲尺 よ り長 きこ と二 三

　　 釐な り望之之 れ を工 匠鐵尺
一

尺 七

L　　 釐許 に 比ぶ 望之工 匠鐵尺
一

尺七釐

　　 許は明 治曲尺
一

尺 二 釐 許に當 る

　 友松氏敬 「中世 尺 度考 」

　　　 『大 日本度量衡会雑誌 』 第82号
　　　　　　　　　 1901（明治34）年
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補注 IV
（抜粋）

ネンブツジ ャク

念仏尺 　　　近江国伊吹山か ら掘 りだ
　　　　　され た念仏塔婆 に刻 まれて

　　　　　い た尺か ら作 っ たとい われ
　　　　　て い ます 。 明 治時代まで 、

　　　　　裁縫 ・雑貨用 として使 われ

　　　　　て い たよ うで す 。

カネ　シャク

曲　 尺 現在の 1 尺 にあ たるもの 。

使い み ちに応 じて 、 さ しが

ね、か な ざ し 、 大工 金な ど と
もい い ます。 こ の 曲尺が 、実
際に は江戸 時代 まで の 正規
の 尺 を決め て い ました 。 明

治政府は 、 こ の 曲尺 と次 の

又 四郎尺 ・享 保尺 な ど をも

とに して 、
1 尺 を（10／33）

m と浹め ま し た 。

マタシロウジ ャク

又 四郎尺 　　江戸時代末期 まで使 われ

　　　　　て い た大工 用 の 尺 。 京都の

　　　　　尺工 で あ っ た又 四郎 と い う

　　　　　人が 最初 にっ くっ たの で 、

　　　　 こ の よ うに呼ば れて い ます 。

キョウホジ ャク

享保尺

セッチヱウジ ャク

折衷尺

L

　徳川吉宗が 享保年間に制
定 したもの 。 伝 わっ て い る

と ：う に よ る と、紀伊 国の

熊野神社 にあ っ た古尺 をも
とに、っ くっ た と い い ま す 。

　伊能忠敬が 全 国測量 を行
な う と き 、 享保尺 と又 四郎
尺 を折衷 して つ くっ た尺 。

の ちに 、明治 政府が 1尺 を
定め る と きに 、 こ れ を も と
に して 、10／33m を 1 尺 と

しま した。

白鳥敬著 『単位 と記号雑 学事典 』

　東京　日本実業 出版社
　　　　　1986（昭 和61）年 7 月

1
※ その 他 、児玉 幸 多編 『古文書調査 ハ ン ド
ブ ッ ク 』 （1983年）、

『近世史ハ ン ドブ ッ

クS （1972年）、
『広辞苑 』 等中級 ク ラ ス 以

上 の 国語辞書 、大型の 日本史事典 に同 様の

記述 が氾濫 して い る 。

　補注 V

　 　 　 　テング

解説　
一

天狗 さ し一

　こ の 落語 に出 て くる 「五 条の 念仏 ざ
し 」 と い うもの に っ い て は 、 近年 まで

詳 しい こ とが まるで判 り ませ んで し た
が

、 七 、 八 年前 、 京都 夷川 の 道具屋 さ ん

の 室万治氏か ら 、 私は そ の 実物 を頂 い

たの です 。 それ にっ い て 、 私の 独演会
の パ ン フ レ ッ トに 、 権藤芳 一氏が 寄せ
られ た文章を引用 させ て もらい ます 。

模造 し て 、原尺 と定め た もの で 、 こ れ
が後年 （か ね じゃ く）とよばれ る もの で
あ る 。 そ して 『法規分類大全 』 に 曰 く

“

念佛尺 、 嘗 て 近江国伊吹山より念佛
塔婆を掘 出せ し こ と あ り、其の 塔婆尺
度 を刻 す 、乃 ち之 を模 し以 て 念佛尺 と
名つ く、此 の 度法 、享保尺 に密合す と 1

云ふ 。

”

又 『本朝度量衡 権 攷 』 に
“

竹
尺 は 京 の六 条 に て作 る 念佛尺 と云ふ も
の 最 も糟娃な り

”

とある 。 また 、洒 落
本 噫 気客初心 ・ に

“

名所 は京都 六条 1

　米朝氏は その 実物 を先年入手 した 。

そ の 報告 に よ る と竹製の 一
尺 ざ しで 、

裏 に文久三 年癸亥六 月下浣 、 唐机用 と
墨書 されて お り 、 根本 ・ 念佛尺 ・京万
寿寺 ・高倉 西入 と刻印が あ り、更 に半
右ヱ 門細 工 と製作者の 名前まで 明示 し
て あ っ た との 事 で あ る 。

一
尺 は 三 〇 ．

三 セ ン チ 、文久 三 年は 一
八 六三年 、 癸

亥は ミ ズ ノ トイ と訓み 、下浣は 下旬の

こ とで ある 。

　肝心 の 念 佛ざ しの 語源 だが 、こ れ も
米朝師 は 、 この 落語 を教わ っ た笑福亭
福松 （文の 家か し く）が 「むか しは 五 条
の 念佛 ざし と言 うて 名題 の もの や っ た

んや そ うな 、 その 物 さ し にす る竹 を 、

大谷 あ たりか ら伐 っ て くる 。 こ こ らの

竹は 、 明 け暮 れ念佛を きい て育 っ た竹
や さか い 、 物さ し屋が しゃ れ て

“

念佛
ざし

”

て な名前 をっ けた もん な ん や 」

と話 した 、 と して い る 。 た しか に洒 落
て はい るが 、 実 はちが うこ とが 、 今度
調べ 直 して み て わか っ た 。

江戸時 代に は 種 々 の 物 さ しが 使わ れ 、
その 主 な もの に 、享保尺 、 念佛尺 、又
四郎尺 、折衷尺 の 四 種が あ っ た 。 享保

騰 襲 賓靉瑩臠 軅 劉
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の 念佛ざ し也
”

とあ る との 事、五条 と

は
一条ずれ て い る 。

　　… … 万寿寺の 高倉、で すか ら五条通

りの 直 ぐそ ばで 、 五条や六 条 に も看板

な どが 出 てい たの か も知れ ませ ん 。

　　こ の 何 とも奇想天外な落語を 、 私 は

福松師 に教わ り、後 日 、 南天 師か らも

聞か せ て も ら い ま し た 。
「天狗 さ し 」

と い う題 は 「鳥 さ し」 の 鳥 を天狗 に置

きか え た まで で 、鳥屋 とか 鳥 もち とか 、

すべ て 天狗を鳥類 と考 え て い る と こ ろ

が 実にお も しろ く 、 私は こ の バ カ バ カ

し さが嬉 し くて 何とかや っ て み たい と

思い 、前半 の 件 りにはか な り くす ぐり

を創作 し て はめ 込んだ りして 、 どうや

ら商品 にな っ たよ うで す 。

桂米朝 『米朝落語全集 』 第 3 巻

　　大阪　創元社　1981（昭和56）年

補注 VI

　　…… サ テ、モ ノ サ シバ 京師ノ 念仏ザ
シ トテ 、正 シ キヤ ウニ 思 フ モ ノ ア リ 。

試 ミ ニ 、コ ンパ ス ヲ以 テ ー寸 ヲハ サ ミ 、
一分送 リニ 計二 及 デ合フ トコ ロ ナ シ 。

サ ス レバ 大工 、用 ユ ル 曲尺 モ 同 ジコ ト
ニ テ 、 絵図 ヲ引 クニ ハ 用 ヒ難シ 。 マ シ

テ其ノ 他 ノモ ノ サシ ヲヤ 。

渡辺慎編述 「量地 伝習録」

　　　　　　　　　　　1824（文政 7 ）年序

季甫 言己

　　本稿は拙誌 『京都計量史通信 』創刊号

（1986年10月）に発表 したもの に 、 加筆補
訂を行 っ た もの で ある 。

ARule 　Calle♂ Nenbutsu−Zashi
”

Shunji　Shinohara

Rules　which 　were 　said 　available 　in　Edo　era　in　Japan　included　a
駅Setchu （compromised ）rule

”

，
曜弋1（y6h6

rule
”

，
置Matashir6 　rule

”
，
　and 　

t’Nenbutsu 　rule
”
．

Concerning　thゼ Nenbutsu　rule
”

among 　them
，
1egend　has　it　since 　Meiji　era 　that　the　rule 　was 　made 　by

copying 　the　graduations　carved 　on 　the　Buddhist　stupa 　which 　was 　digged　out 　in　Mt ．　Ibuki　in　O 皿 i−no

−kuni
，
　i．e ，　present　Shiga　Prefecture．　This　story 　has　been　made 　a　common 　opinion 　up 　to　now 　with

various 　dictionaries　of 　Japanese　or 　cyclopedias 　of　the　history　inserting　it．　　　　　　　　　　　　　　　 ，

This　essay 　pointed 　first　that 　there　was 　already 　a　research 　which 　had　wondered 　about 　historical

existence 　of 　a
ヒ哮SetchU　rule

”
and 　

tヒKyOh6 　rule
”

and 　emphasized 　that　the　two 　rules 　should 　be　reex −

amined 　whether 　they　really 　existed 　in　Edo 　era ．

Then　the　essay 　set 　 a　problem 　to　the　above
−
mentioned 　origin　and 　legend　of　the 賦 Nenbutsu　rule

”

，

introduced　the　readers 　an 　oral　tradition　spreading 　in　Kyoto　and 　developed　the　names 　and 　addresses

of　three　munufacturers 　of 　that　rule ，
　based　on 　various 　literal　materials 　in　Edo 　era ．

The 　essay 　says 　that　the ｛モNenbutsu　rule ”

represents 　the　typical　rules 　in　Japan　and 　it　was 　found　the

brand　name 　of　a　bamboo −
made 　linear　scale ，（later　a　bamboo −made

くWhale 　measure
” for　cloth

measurement ）munufactured 　in　Kyoto　and 　its　vicinity 　from　the　latter　Edo 　era 　to　Meiji　and 　Taisho

era ．　Since　the　Bunsei　and 　Tempo 　period　in　Edo　era ，
　the

｛ヒ
Nenbutsu　Rule

”
also 　won 　a　good 　reputation

about 　its　accuracy 　among 　researchers 　of　the　scales 　and 　especially 　was 　often　used 　by　Dutch 　translators

or 　western 　gunnery 　researchers 　for　conversion 　from　various 　western 　scales 　to　Kanejaku ，　the　regular

shaku ．　In　the　literary　field，　too　it　was 　one 　of 　the　most 　famous　articles 　which 　appeared 　in　Kamigata

−Rakugo （comic 　stories 　in　the　Osaka−Kyoto 　district）or 　joke　books，　but　when 　entering 　Showa　era ，

it　declined　and 　disapeared．

At　last　the　essay 　emphasized 　that　the　further　research 　of　relics 　will 　be　required 　in　order 　to　scientifi ・

cally 　clarify 　the 】ength 　of
｛【Nenbutsu　rule ”

，e．g，　by　contacting 　old 　famiiies　kept　from　Edo　era 　as　objects

of 　the　study ．
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